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Watching the Action of DNA-binding Proteins on DNA 

–Challenges of Single-molecule Measurements

Kiyoto Kamagata
IMRAM, Tohoku Univ.

DNA結合タンパク質は、ゲノムDNAと相互作用しながら、時に

は、液－液相分離した会合体を形成し、細胞の機能を調整してい

る。私達は、DNA結合タンパク質の機能を観る、制御する、設

計する技術の開発を通して、機能のメカニズムの解明とその応用

を目指している。講演では、単分子蛍光顕微鏡やDNA整列固定

法「DNAガーデン」を用いて明らかにした、がん抑制タンパク

質p53のDNA上でのダイナミクスに関して紹介する。また、p53

の液－液相分離現象の発見とその機能制御に関しても紹介する。

The Genetic Basis for Diversified Sexual Dichromatism 

in Tropical Medaka Fishes

クジャクの羽のようなオスに特有の派手な装飾は性淘汰を経て

進化し、種間で多様化しやすい形質をして知られるが、その原因

となる遺伝子はほとんど同定されていない。演者らは、オスの体

色が著しく多様化したインドネシア・スラウェシのメダカ科固有

種群をモデルに、原因遺伝子の同定や機能解析から、装飾形質の

進化機構の解明を目指している。今回は、その1種ウォウォール

メダカのオスが示す赤いヒレをモデルに行った最近の研究成果を

中心に紹介したい。
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